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昭和 58 年台風 10 号
（柏原町母坪）

平成 16 年台風 23 号
ショッピングセンターで救助を待つ人

風
水
害
へ
の
備
え

で
き
て
い
ま
す
か
？

問

　

丹
波
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
7

月
か
ら
10
月
に
か
け
て
梅
雨

前
線
に
よ
る
豪
雨
や
台
風
等

で
、
大
き
な
被
害
を
受
け
て
き

ま
し
た
。「
う
ち
の
家
は
、
被

害
に
あ
っ
た
こ
と
が
な
い
か

ら
大
丈
夫
」「
対
策
工
事
を
し

た
か
ら
大
丈
夫
」
と
油
断
せ

ず
、
家
族
や
近
所
、
自
治
会
等

で
災
害
時
の
避
難
行
動
や
防

災
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

突
然
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ

う
。

　

今
回
は
、
家
庭
で
で
き
る
風

水
害
の
備
え
と
、
市
民
の
み
な

さ
ん
や
地
域
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
に
日
々
活
動
し
て
い

る
人
々
を
紹
介
し
ま
す
。

くらしの安全課
 ☎ 82‐0250
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「土砂災害警戒情報」は、
警戒レベル４の

「 避難指示」です。
レベル４までに必ず

避難しようね！

警戒
レベル 避難情報等 住民が取るべき行動

５ 緊急安全確保 命の危険
直ちに安全確保！

屋外での行動が非常に危険な状況で
す。自宅や近くの安全な場所で命を
守る行動を最優先にしてください。

４ 避 難 指 示避 難 指 示 危険な場所から
全員避難

全ての人が安全な場所への避難、避
難行動をする。（立ち退き避難をする
最終のタイミング）

３ 高齢者等避難 危険な場所から
高齢者等は避難

高齢者など避難に時間がかかる人
や、河川・山際の近くに住む災害リ
スクが高い人は避難を始める。その
他の人も避難に備えて準備をする。

２ 大雨・洪水注意報
( 気象庁 ) 避難行動を確認

１ 早期注意報
（気象庁）

災害への心構えを
高める

被害を受けた主な風水害
昭和 34 年 9 月 26 日　　　伊勢湾台風
昭和 40 年 9 月 9 ～ 10 日    台風 23・24 号
昭和 47 年 9 月 16 日　　　台風 20 号
昭和 58 年 9 月 28 日　　　台風 10 号
平成 11 年 9 月 7 日　　　   集中豪雨
平成 16 年 10 月 20 日　　  台風 23 号
平成 26 年８月 16 ～ 17 日  丹波市豪雨災害
平成 30 年７月５～ 7 日       西日本豪雨災害
令和４年７月３日　　　　 集中豪雨

防災用語を正しく理解し、適切なタイミングで行動を
起こすことができるように備えましょう。

「土砂災害警戒情報」は、大雨警報（土砂災害）発表後、
命に危険をおよぼす土砂災害がいつ発生してもおかし
くない状況になったことを、気象庁と都道府県が市町
村単位で警戒を呼びかけるものです。

すばやい
避難が
大切です

備え１防災用語を知る
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令和４年集中豪雨
（柏原町挙田）

平成 26 年丹波市豪雨災害
（市島町下鴨阪）

平成 30 年西日本豪雨
（氷上町稲畑）
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自宅や地域の災害リスクを確認

避難を判断する情報を確認
避難指示や情報などの入手方法を確認しましょ
う。また、最低限の食べ物や飲み物、貴重品（現
金・身分証明など）、常備薬など、大切なものを
常に持ち出せるように準備しておきましょう。

避難行動は地域や自宅の状況によって異なりま
す。防災マップなどから自分の地域の危険性を知
ることが必要です。

避難方法・タイミングを決める
危険を感じたり、市町村から避難指示等があった
場合は防災マップを確認し、あわてず、速やかに
避難しましょう。防風や浸水などで避難場所への
避難が危険な場合は、自宅の２階など安全な場所
へ避難（垂直避難）しましょう。

丹波市防
災マップ

備え２マイ避難計画を作成

「いつ」「どこに」「どのように」避難するかを決
めておくと、いざというときの避難行動に役立
ちます。

STEP1

STEP2

STEP3

■補償額 / 年額 5,000 円の掛金で最大 600 万円
※地震や地震を原因とする火災の住宅被害は、
火災保険ではなく地震保険が適用されます。
地震保険の補償額は、火災保険の 30 ～ 50％
です。阪神・淡路大震災の教訓を踏
まえ、兵庫県が全国に先駆けて住宅
再建共済制度を平成 17 年９月からス
タートしました。 フェニックス

共済

■対象 / 地震・豪雨・台風などのあらゆる自然
災害による住宅の建築・購入・補修費

被災後の住宅再建は大きな負担です。兵庫県の
住宅再建共済「フェニックス共済」に加入して
備えましょう。

備え３フェニックス共済に加入する

ひょうご防災ネットアプリを活用

防災ネット
アプリ

県や丹波市からの「避難に関す
る情報」などの緊急情報や地震・
津波・気象情報などの「防災に
関する様々な情報」を提供する
アプリです。
各関係機関のサイトにもリンク
しており、河川・交通機関・ラ
イフラインなどの情報も確認で
きます。

マイ避難計画を簡単に作ることができる！
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①
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シ
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シ
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情
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火
災
や
風
水
害
に
備
え
て

地
域
住
民
ら
で
組
織

　　

消
防
団
は
火
災
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
時
に
出
動
し
、

消
火
活
動
や
救
出
・
救
護
活
動

な
ど
重
要
な
任
務
に
従
事
し
て

い
ま
す
。
地
域
住
民
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
、仕
事
の
傍
ら
日
々

訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

市
内
６
支
団
で
組
織
さ
れ
、

団
員
数
は 

１
，
６
８
７ 

人
、
内

12
人
が
女
性
消
防
分
団
員
で
す

（
令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
）。

　

活
動
は
、
火
災
時
の
消
火
、

地
震
や
台
風
、
大
雨
な
ど
の
災

害
現
場
で
適
切
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
、 
普
段
か
ら
消
火
や
水
防

な
ど
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
は

自
宅
や
職
場
か
ら
駆
け
つ
け
る

　　

消
防
団
員
は
、
地
域
住
民
ら

が
普
段
仕
事
を
し
な
が
ら
、
火

災
発
生
時
な
ど
に
は
「
自
ら
の

地
域
は
自
ら
守
る
」
と
い
う
精

神
に
基
づ
き
、
自
宅
や
職
場
か

ら
駆
け
つ
け
て
活
動
し
ま
す
。

災
害
時
に
は
消
防
職
員
ら
と
互

い
に
連
携
し
て
対
応
で
き
る
よ

う
、
日
々
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
力
を
地
域
の
た
め
に

　

火
災
や
地
震
、
台
風
、
大
雨

な
ど
の
非
常
時
に
地
域
を
守
る

消
防
団
員
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
会
社
員
や
自
営
業
な
ど
、

職
業
や
性
別
を
問
わ
ず
い
ろ
い

ろ
な
人
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
学
生
を
除
く
18
歳
以

上
の
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
女

で
す
。
男
性
は
地
元
の
消
防
団
、

女
性
は
丹
波
市
全
域
で
活
動
す

る
女
性
消
防
分
団
に
入
団
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。
年
額
報
酬
が

支
給
さ
れ
る
他
、
災
害
活
動
や

訓
練
に
出
動
し
た
際
に
は
出
動

手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ

い
。

丹波地域合同防災訓練で土のうを積む消防団員

捜索時も溝のフタまでめくって探す機動力が強み

消防団筆頭副団長
田中 守

まもる

さん

私が仕事で家を空けている時に、生後 10 カ月の娘が行方不明になった
ことがありました。消防団に連絡し捜索を依頼すると、すぐに 30 人の
団員らが動いてくれたこともあり、娘は無事に発見され、とても感謝
したことを今でも鮮明に覚えています。素早く駆け付け、地元の人な
らではの土地勘を生かして、家と家の間や溝のフタまでめくって探す
機動力は、地元消防団の強みです。

地
域
住
民
で
地
域
を
守
る
「
消
防
団
」

市内全域で活動する女性消防分団員

ホームページ
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丹
波
市
消
防
本
部
の
職
員
有
志

で
組
織

　　

丹
波
市
消
防
本
部
の
職
員
有

志
が
、
救
助
技
術
の
向
上
を
図
ろ

う
と
、
令
和
４
年
６
月
に
ロ
ー
プ

を
使
っ
た
救
助
訓
練
に
特
化
し

た
チ
ー
ム
「
T
I
T
A
N
」
を
組

織
し
、
非
番
日
を
利
用
し
て
自
主

訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。　
　

　

メ
ン
バ
ー
は
代
表
の
片
桐

一か

ず

き樹
さ
ん
ほ
か
、
26
～
43
歳
の

５
人
で
、
週
１
～
２
回
、
川
代

公
園
、
旧
山
南
中
学
校
や
栗く

り
か
ら柄

ダ
ム
な
ど
で
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

チ
ー
ム
名
は
、
市
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち
ー
た
ん
」

を
英
語
表
記
し
た
も
の
で
、
ギ
リ

シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
勇
猛
な

巨
神
一
族
「
タ
イ
タ
ン
」、
強
靭

な
金
属
「
チ
タ
ン
」
に
由
来
し
て

い
ま
す
。
そ
の
名
の
通
り
、
鍛
え

抜
か
れ
た
強
靭
な
肉
体
を
自
在

に
動
か
し
、
勇
猛
果
敢
に
高
所
で

の
訓
練
に
汗
を
流
し
ま
す
。

最
新
の
技
術
な
ど
を
研
究

　

川
代
公
園
で
行
わ
れ
た
訓
練

で
は
、
増
水
し
た
川
の
中
州
に

取
り
残
さ
れ
た
人
を
救
助
す
る

と
い
う
想
定
で
実
施
。
川
代
峡

谷
を
流
れ
る
篠
山
川
の
岸
壁
と

吊
り
橋
に
約
30
ｍ
に
わ
た
っ
て

色
分
け
さ
れ
た
複
数
の
ロ
ー
プ

を
張
り
、
滑
車
や
カ
ラ
ビ
ナ
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
て
救
助
す
る

訓
練
に
精
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

訓
練
で
使
用
す
る
ハ
ー
ネ
ス
や

カ
ラ
ビ
ナ
、
ロ
ー
プ
、
担
架
な

ど
の
最
新
の
機
器
や
技
術
を
研

究
し
、
手
ご
た
え
を
確
認
。
こ

う
し
た
経
験
が
実
際
の
レ
ス
キ

ュ
ー
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

台
湾
で
の
世
界
大
会
に
出
場

　

９
月
に
三
木
市
で
開
催
さ
れ

る
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ
ー
の
大
会

や
、
10
月
に
は
台
湾
で
開
催
さ
れ

る
世
界
大
会
に
も
チ
ー
ム
か
ら

２
人
の
出
場
が
決
ま
っ
て
お
り
、

世
界
レ
ベ
ル
の
ロ
ー
プ
レ
ス
キ

ュ
ー
を
め
ざ
し
、
有
事
に
備
え
た

訓
練
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

担架に人を乗せたロープレスキュー訓練

あらゆる救助事案に備える

TITAN チームリーダー
片桐 一樹さん

レスキューは、10 年、50 年に 1 度起きるかもしれない大災害時も失敗は
許されません。その時に備えて、日々訓練をしています。消防署でも専
用の施設で訓練を行っていますが、ここではより実践に近い環境で訓練
できます。最新の資機材を買い揃え、訓練で救助技術を常に更新し、市
民の安全安心のため、あらゆる救助事案に対応できるよう備えています。

職員有志で結成した「TITAN」のメンバー

10
年
、
50
年
に
１
度
の
災
害
に
備
え
る
「
Tタ

イ

タ

ン

I
T
A
N
」
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